
Ⅰ．特段の報告事項

イネゲノム研究有識者懇談会の開催

１．第１回は５月２４日に開催
イネゲノム研究のこれまでの経緯・位置づけ、実施体制等及び塩基配列の解読、

完全長 ライブラリーの整備について説明し、イネゲノム研究の現状についてcDNA
共通認識を得た。

２．第２回は６月５日に開催
有用遺伝子の単離・機能解明、イネゲノムシュミレーター等ゲノム研究の利活用

方策について説明し、イネゲノム研究の目指す方向や全塩基配列解読の取組強化等

将来展望について議論した。

３．第３回は６月２５日に開催予定

イネゲノム研究の推進体制の強化、イネゲノム研究の成果の円滑な利用のための
方向等について議論していただく予定。



Ⅱ．その他会議等結果

月　　日 会議名 主な出席者 主な議題
6月4日 中間評価結

果検討部会
・西尾研究総務官
・総務課長
・技術政策課長
・技術安全課長
・先端産業技術研究課長

プロジェクト研究4課題につい
て平成12年度に行った中間評価
結果及び対応方針について

6月11日 広報企画連
絡委員会

・岩元研究総務官
・総務課長
・技術政策課長
・技術安全課長
・研究開発課長
・先端産業技術研究課長
・国際研究課長

今後の広報活動の基本的な方向
について

Ⅲ．人事異動

　　　なし



第１回イネゲノム研究有識者懇談会次第

と き：平成１３年５月２４日（木）

１４：３０～１７：００

ところ：農林水産技術会議委員室

１ 開 会

２ 農林水産技術会議事務局長挨拶

３ 座長選出

４ 出席者紹介

５ 議 事

（１）イネゲノム研究の現状について

（２）全塩基配列の解読、完全長ｃＤＮＡライブラリーの整備について

（３）イネゲノムの将来展望について

（４）その他

６ 閉 会

（配 布 資 料）
資 料 １ イネゲノム研究有識者懇談会開催要領

資 料 ２ イネゲノム研究有識者懇談会検討事項（案）

資 料 ３ 説明参考資料



第２回イネゲノム研究有識者懇談会次第

と き：平成１３年６月５日（火）

１４：３０～１７：００

ところ：特別第２会議室

１ 開 会

２ 農林水産技術会議事務局長挨拶

３ 議 事

（１）第１回議事録の確認

（２）イネゲノムの将来展望について

・ 有用遺伝子の機能解明等について
・ ゲノム研究成果の活用について

４ 閉 会

（配 布 資 料）

資 料 １ イネゲノム研究有識者懇談会開催要領
資 料 ２ イネゲノム研究有識者懇談会検討論点

資 料 ３ 説明参考資料



有識者懇談会委員名簿（五十音順）

岩 柳 隆夫（日立製作所ライフサイエンス事業部ＣＴＯ）
いわやなぎ た か お

大塩 裕陸（株式会社アグロス取締役営業部長）
おおしお ひろみち

貝沼 圭二（生物系特定産業技術研究推進機構理事）
かいぬま け い じ

榊 佳之（東京大学医科学研究所教授）
さかき よしゆき

杉山 達夫（理化学研究所植物科学研究センター長）
すぎやま た つ お

中川原捷洋（農林水産先端技術研究所所長）
なかがわらまさひろ

中島 皐介（農業生物資源研究所理事）
なかじま こうすけ

平井 篤志（東京大学農学生命科学研究科教授）
ひ ら い あ つ し

丸山 清明（農業技術研究機構作物研究所所長）
まるやま きよあき



Ⅳ．平成１３年度第２回農林水産技術会議の概要

１．日 時 平成１３年５月２５日（金） １０：００～１１：５０

２．場 所 農林水産技術会議委員室

３．出席者

甕会長、鈴木委員、原田委員、佐々木委員、佐和委員、

小林事務局長、大森技術総括審議官、岩元研究総務官、西尾研究総務官、

守田総務課長 ほか

４．議 題

（１）平成 年度予算要求について14

（２ 『農林水産 研究開発レポート』の作成及び公表の進め方について）

（３）政策評価（実績評価）について

（４）イネゲノム研究推進の今後のあり方について

５．配布資料

・主要業務報告

・資料１ 平成 年度予算要求について14

・資料２ 『農林水産 研究開発レポート』の作成及び公表の進

め方について

・資料３ 政策評価（実績評価）について

・資料３－参考１ 農業分野の研究開発における新たな評価体系

・資料 －参考２ 政策分野3

・資料４ イネゲノム研究推進の今後のあり方について

６．議事概要

（１）平成 年度予算要求について14

4総合科学技術会議において策定中の推進戦略、新科学技術基本計画重点

（ 、 、 、 ）、 、分野 ライフサイエンス 環境 情報通信 ナノテクノロジ－・材料 麦

野菜、経営対策といった政策課題等を踏まえることとする平成 年度予算14

要求の基本的考え方につき審議の上了承。



【主な意見等】

○ 総合科学技術会議において現在策定中の分野別推進戦略の検討方向を踏ま

4えつつ、農林水産技術会議としては、新科学技術基本計画における「重点

分野」のうち、ライフサイエンス分野と環境分野を中心に予算要求を検討。

その際、分野横断的な「その他 分野」の観点にも留意。4

○ 遺伝子組換え技術については、減農薬などの環境保全に役に立つ側面や将

来に向けた食料安全保障といった研究の必要性についての切り口を明確にす

る一方 予防原則的考え方で現下の基礎的研究を抑制しないためにもＰＡ パ、 （

ブリック・アクセプタンス）対策は重要。

○ 研究領域によっては、競争的資金に馴染みにくい分野もあるが、総じてオ

ーバーヘッドの導入は研究者にとっても実施機関にとっても朗報。予算の総

額が伸びなければ、間接経費を措置した分だけ課題数が少なくなることにな

り、また、間接経費の割合はどの程度が適正かといった問題もあり、予算執

行システムの問題も含めて具体的検討が必要。

（２ 『農林水産 研究開発レポート』の作成及び公表の進め方について）

農林水産技術会議の政策推進機能と情報発信機能の強化を図るため、毎年

、 、 、度数課題のテーマを設定し テーマ毎に背景・経緯 研究開発の内容と成果

解決すべき研究課題と今後の取組方向等の内容を平易に解説したレポートを

作成・公表することにつき審議の上了承。

なお、 年度は、①国産麦の品種育成とその利用、②イネゲノム研究の13

推進、③有機性資源のリサイクル技術の三つのテーマを取り上げる予定。

【主な意見等】

○ 農林水産技術会議の研究開発への取り組みを広くＰＲする上で重要。

○ 専門的なことを分かり易く書くのは難しい。誰をターゲットに情報発信す

るのかを検討の上、広報に関するノウハウも活用するなど工夫していくこと

が必要

（３）政策評価（実績評価）について

平成 年度の政策評価のうち、技術開発関係分野（分野名：新たな農政12

5の展開方向に即した技術開発の推進 に係る実績評価部分の結果について） 、



月 日に行われた政策評価会の結果と併せて政策評価結果書及び政策評価22

シート等により報告

注）平成 年度政策評価（実績評価）結果は、 月 日の農林水産省政策評価会で審議、了（ 12 6 19

承後、新基本法農政推進本部（ 月下旬開催予定）で決定した後公表される予定です。6

【主な意見等】

○ 品種登録や特許については、その数だけでは実質的意味が乏しく、取得後

の利用実績も含めたフォローアップが必要。

○ 論文数のみを取り上げることにあまり意味はなく、数そのものよりも論文

の質が重要である。このような観点から、政策評価結果書に定性的な面を書

きこむ必要がある。

（４）イネゲノム研究推進の今後のあり方について

イネゲノム研究について、今後の推進方向及び効果的推進体制等を検討す

るための有識者懇談会の開催及び今後の検討スケジュールにつき報告。

なお、 月目途に検討結果を農林水産技術会議に報告する予定。7

（５）その他

農林水産技術会議専門委員（組換え体利用専門委員）の任期満了に伴い平

成 年 月 日に農林水産技術会議令第 条に基づく専門委員の任命を行13 5 16 3

った件及び農業関係試験研究独立行政法人評価委員会が開催された件等につ

き報告。

以上


